
７
月
26
日（
土
）

【
対
象
大
字
】

　
御
園
・
檜
前
・
檜
前
緑
が
丘
・
檜
前

緑
台
・
檜
前
い
お
り
野
・
阿
部
山
・
大

根
田
・
栗
原
・
上
平
田
・
中
平
田
・
下

平
田
・
南
平
田
・
越
・
真
弓
・
地
ノ
窪

問　
防
災
無
線
で
空
き
巣
被
害
を
共
有

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
被
害
状
況
や
具

体
的
な
対
策
が
わ
か
ら
な
い
。（
栗
原
）

答　
防
災
無
線
で
は
、
防
犯
対
策
の
啓

発
周
知
の
た
め
に
放
送
し
て
い
る
が
、

被
害
に
関
し
て
は
捜
査
上
の
都
合
で
、

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
も
警

察
と
連
携
し
、
防
犯
対
策
強
化
に
取
り

組
み
た
い
。�

（
総
務
財
政
課
長
）

問　
村
で
実
施
す
る
こ
ど
も
園
の
保
育

料
は
ど
う
な
る
の
か
。�

（
栗
原
）

答　
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料
は
３
歳

児
以
上
が
無
償
と
な
り
、
０
歳
～
２
歳

児
が
保
育
料
の
対
象
と
な
る
。
保
育
料

の
額
は
所
得
に
応
じ
て
決
め
て
お
り
、

国
の
基
準
よ
り
安
価
で
設
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
ま
で
は
第
１
子
は
全
額
負

担
、
第
２
子
は
半
額
、
第
３
子
以
降
を

全
額
無
償
と
し
て
い
た
が
、
今
年
度
か

ら
は
第
２
子
以
降
を
無
償
と
す
る
制
度

を
運
用
し
て
い
る
。

�

（
健
康
こ
ど
も
福
祉
課
長
）

問　
村
の
こ
ど
も
園
は
、
０
歳
～
２
歳

児
の
送
迎
を
ど
う
す
る
の
か
。

�

（
栗
原
）

答　
幼
稚
園
バ
ス
で
の
送
迎
は
継
続
す

る
が
、
０
歳
～
２
歳
児
は
共
働
き
家
庭

の
出
勤
時
間
に
影
響
す
る
た
め
、
自
家

用
車
で
園
に
送
迎
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
現
在
駐
車
場
の
進
入
路
が
一

箇
所
で
あ
る
た
め
、
送
迎
車
の
安
全
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。

�

（
健
康
こ
ど
も
福
祉
課
長
）

問　
議
会
の
会
議
録
が
Ｈ
Ｐ
上
に
公
開

さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
公
開
さ
れ
る

予
定
は
あ
る
の
か
。�

（
下
平
田
）

答　
会
議
録
の
公
開
は
で
き
る
限
り
早

く
対
応
し
た
い
。�

（
副
村
長
）

答　
議
会
か
ら
会
議
録
の
公
開
に
つ
い

て
申
し
出
が
あ
れ
ば
公
開
方
法
な
ど
を

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。（
村
長
）

問　
今
後
増
加
す
る
観
光
客
が
災
害
時

に
土
砂
崩
れ
で
帰
宅
困
難
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。�

（
下
平
田
）

答　
観
光
客
だ
け
で
な
く
住
民
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
、
県
道
の
法
面
保
護
整

備
な
ど
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
観
光
客
数
も

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
一
方

で
ゆ
っ
く
り
滞
在
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
定
住
に
繋
が
る
可
能
性
や
関
係
人

口
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
村
の
未
来
に
と
っ
て
有
益
な
方
向

に
誘
導
し
た
い
。�

（
村
長
）

問　
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
原
因
に
、

獣
害
や
高
額
な
農
業
機
械
の
購
入
負
担

な
ど
が
あ
る
。
以
前
実
施
さ
れ
て
い
た

農
業
機
械
の
購
入
補
助
制
度
や
、
貸
出

制
度
に
つ
い
て
今
後
の
展
望
を
お
聞
き

し
た
い
。�

（
上
平
田
）

答　
機
械
の
更
新
時
期
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
補
助
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
。

�

（
副
村
長
）

答　
以
前
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て

農
業
機
械
の
購
入
補
助
金
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
た
。
補
助
金
が
な
い
現
在
で

は
個
人
の
財
産
に
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。一
方
で
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
地

域
振
興
公
社
が
農
機
具
な
ど
を
購
入

し
、営
農
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
よ
う
お
願
い
す

る
。�

（
村
長
）

問　
国
の
進
め
る
圃
場
整
備
事
業
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
地
域
農
業

の
た
め
に
、
便
利
の
良
い
農
地
を
残
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。�

（
栗
原
）

答　

面
積
な
ど
の
一
定
要
件
は
あ
る

が
、
受
益
者
負
担
を
減
ら
す
圃
場
整
備

事
業
は
他
市
町
村
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
地
域
で
よ
く
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
農
業
に
つ
い
て
の
希

望
を
村
に
ご
提
案
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。�

（
副
村
長
）
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問　
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
耕
作
放
棄

地
拡
大
防
止
に
取
り
組
む
た
め
、
圃
場

整
備
の
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
や
活
用

方
法
の
提
案
を
積
極
的
に
し
て
も
ら
い

た
い
。�

（
栗
原
）

答　
各
大
字
の
課
題
収
集
を
始
め
て
お

り
、
集
落
ご
と
の
農
業
の
あ
り
方
を
考

え
た
う
え
で
、
良
い
提
案
が
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
。�
（
村
長
）

問　
新
規
就
農
者
や
移
住
者
な
ど
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、
期
間
が
終
了
す
る

と
利
用
で
き
な
く
な
る
。
若
い
世
代
も

含
め
て
村
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

継
続
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。�

（
越
）

答　
収
益
を
上
げ
る
手
法
に
つ
い
て
村

が
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
料
理
に
使
い
や
す
い
品
目
の
農

産
物
を
栽
培
し
、
村
内
事
業
所
な
ど
に

使
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
今
後
方
向
性
を

つ
く
り
た
い
。�

（
村
長
）

問　
鉄
道
で
訪
れ
る
観
光
客
の
起
点
と

な
る
飛
鳥
駅
か
ら
高
松
塚
方
面
の
歩
道

が
、
草
の
繁
茂
に
よ
り
歩
行
者
の
通
行

に
支
障
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
檜
前
川

沿
い
の
樹
木
の
枝
が
張
り
出
し
て
い
て

通
行
が
危
険
で
あ
り
、
法
面
も
汚
い
状

況
で
あ
る
。
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

改
善
し
て
も
ら
い
た
い
。

�

（
檜
前
い
お
り
野
）

答　
樹
木
が
あ
る
こ
と
で
交
通
が
危
な

く
な
る
と
い
う
の
は
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
県
道
や
村

道
路
の
一
本
化
と
併
せ
て
道
路
管
理
を

県
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。�

（
村
長
）

問　
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、
近
鉄
飛

鳥
駅
は
低
地
で
か
つ
高
取
川
と
檜
前
川

が
合
流
す
る
地
点
で
危
険
で
あ
る
。
避

難
所
と
し
て
妥
当
な
の
か
。
ま
た
、
近

隣
公
園
は
腰
を
落
ち
着
け
る
場
所
が
少

な
い
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
災
害
時

の
避
難
誘
導
や
、
状
況
に
応
じ
た
避
難

場
所
へ
の
誘
導
、
所
要
時
間
な
ど
細
か

な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
。�

（
檜
前
い
お
り
野
）

答　
近
鉄
飛
鳥
駅
と
明
日
香
村
近
隣
公

園
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
で
一
時
避
難

場
所
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
指
定
避
難
所
へ
移
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
昨

年
度
の
防
災
訓
練
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
各
大
字

集
会
所
等
に
集
ま
っ
て
避
難
場
所
に
来

る
訓
練
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

も
啓
発
等
に
努
め
る
。

�

（
総
務
財
政
課
長
）

問　
安
定
し
た
税
収
を
確
保
す
る
た
め

に
、
外
部
企
業
や
国
の
施
設
な
ど
価
値

の
あ
る
施
設
誘
致
を
し
て
は
い
か
が

か
。�

（
下
平
田
）

答　
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
に

は
、
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
を

複
数
造
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
増
や
し
て
い
た
だ
く
予
定
。
明
日
香

法
の
規
制
は
あ
る
が
、
博
物
館
や
研
究

所
施
設
の
設
置
は
可
能
で
あ
る
。
メ

デ
ィ
ア
も
活
用
し
た
宣
伝
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
人
を
雇
用
し
な
が
ら

お
金
が
回
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
企
業
誘
致

に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

�

（
村
長
）

【
そ
の
他
の
意
見
】

・�
10
年
後
の
農
業
を
担
う
耕
作
者
の
集

約
が
で
き
れ
ば
。�

（
栗
原
）

・�

南
平
田
か
ら
檜
前
川
に
か
か
る
橋
を

わ
た
っ
て
県
道
に
車
で
出
る
場
合
、

車
両
通
行
状
況
が
見
え
づ
ら
い
た
め

信
号
な
ど
を
設
置
し
て
も
ら
い
た

い
。�
（
南
平
田
）

奈
良
交
通
バ
ス
の
桜
井
飛
鳥

線
が
便
利
に
な
り
ま
す

　

奈
良
交
通
バ
ス
の
桜
井
飛
鳥
線
は
、

10
月
１
日（
水
）か
ら
「
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
安

倍
校
舎
（
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国

際
大
学
校
）」
と
「
万
葉
文
化
館
」
へ

の
延
伸
と
併
せ
て
、
土
休
日
を
通
年
で

６
便
へ
増
便
す
る
新
し
い
運
行
と
な

り
、
桜
井
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利

に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
時
刻
表
、
奈
良
バ
ス
な
び

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課　

　
☎
５
４
‒
９
０
１
８�

▲詳細はこちら

桜井飛鳥線が
R7.10.1から
延伸します！
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南都明日香ふれあいセンター犬養万葉記念館がリニューアルオープン

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の
ない地域社会を築こうとする全国的な運動で
す。作文コンテストは、同運動への理解を深め
ることを目的としています。
　応募した明日香小学校５年生３６名、聖徳中
学校２年生３４名のうち、明日香村推進委員会
において、下記６名が優秀賞に選ばれました。

【明日香小学校】
・�辻本茜さん「世界中の人が笑顔になるために
は」
・�米田莞太郎さん「みんなが笑顔になれる社会
にするために」
・水野真緒さん「社会を明るくするために」

【聖徳中学校】
・荻野友里さん「少しでも」
・中村華音さん「人と関わるときに大切なこと」
・脇本美奈子さん「言葉」

　大字岡地内で「火災を発見、消防へ通報、自
ら初期消火」を行った辰本昌之さん（大字岡）に、
その行動力と勇気で地域の安全を守った功績を
たたえ、奈良県広域消防組合から感謝状が贈ら
れました。

▲（左）辰本昌之さん（右）岡本高市消防署長

　平素より本施設をご利用いただきありがとう
ございます。
　このたび指定管理者として運営を担うことに
なりました株式会社Ｒｅａｌ Ｓｔｙｌｅです。
　私たちは大和高田市に本社を置き、明日香庭
球場など様々な施設の指定管理事業に携わって
きました。当施設では、万葉集を身近に感じて
いただけるよう、幅広い世代への発信活動を進
めてまいります。
　また、当社の強みである健康食品事業の経験
も活かし、健康志向のメニューを取り揃えたカ
フェの併設も予定しています。地域と一緒に犬
養万葉記念館を盛り上げ、皆さまに親しまれる
施設を目指しますので、どうぞよろしくお願い
いたします。

・リニューアルオープン予定日　１０月１日（水）
・開館時間　１０時～１７時
　　　　　　（最終入館：１６時３０分）
・閉館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌火曜日）

　地域のイベント等にご利用いただける「貸し館」
も実施予定です。詳細を決定次第、改めて広報あす
か・ＨＰ等でお知らせします。 

●カフェ新規オープン情報 
・店名　Ｃａｆｅ ｄｅ Ｍａｎｙｏ！
・営業時間　１１時～１６時（予定）
・休業日　施設の閉館日に準ずる
・オープン予定日　令和８年１月上旬

　カフェでは、健康を意識したワッフルやスムー
ジー、コーヒー等の提供を行う予定です。
　また、テイクアウトメニューも充実させる予定で
す。無料のオープン試食会なども計画しています。
　お楽しみに！

9/7 １人３役の活躍に感謝状第75回社会を明るくする
運動作文コンテスト 入選

TOPICS・万葉だより
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万
葉
だ
よ
り


